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研究成果の概要：本研究はムンダ語における感情語について、ムンダ語の百科事典、

エンサイクロペディア・ムンダリカ（EM）のなかにみられる感情語を抜き出し、

データベース化することと感情語そのものの研究を目的とする。当初考えていた

よりも時間がかかり、EMのデータをすべて打ち込むことができなかったが、感

情語の研究という意味では新たな発見も多く、その結果は二編の論文としてまと

めることができた。  
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データベースの構築 

 

 これらの研究は、将来ムンダ語語源辞書を

編纂するために、すでに出版されている辞書

をデータベース化する計画で、（１）はホー

語の辞書を、（２）はムンダ語の百科事典の

電子化をめざしている。このうち、（１）に

ついては、すでに報告書を刊行している。ま

た、（２）についても、報告書を出版すると

ともに、インターネット上で公開している。 

 これらデータベース化された辞書にも、感

情語がふくまれており、その研究成果を十分

に生かすことができると考えている。 

準備状況：すでに、うえでのべたように、二

度の基盤研究によって、ホー語（ムンダ語と

はお互いに通じ合うほど近い）とムンダ語の

データベース化がすすんでいる。そのデータ

ベースを利用することで、これまでの感情語

研究ですでに明らかな部分とまだ不十分な部

分を把握することができる。また、日本国内

にすむ唯一のムンダ語ネイティブ・スピーカ

ーから、豊富な感情語についての予備調査は

すでにおえており、長田が東京外国語大学ア

ジア・アフリカ言語文化研究所でおこなった

２００１年夏期言語研修ムンダ語のテキスト

で、若干の感情語の記述を試みている。 

 
 
２．研究の目的 
 インド・ジャールカンド州を中心に分布す

るムンダ語には、感情語と呼ばれる単語があ

る。感情語とは、いわゆる擬態語や擬音語に

類するもので、オノマトペと呼ぶ研究者もい

る。しかし、単なる擬態語や擬音語ではなく、

特別な形態論的統語論的特徴を持っている。

インドにおいては、カルフォルニア大学教授

のエメノーが感情語(Expressive)と命名して

以来、感情語と呼ぶことが多い。この感情語

という命名は東南アジアに分布するオースト

ロアジア語族の研究者であるディフロース博

士が最初に名付けたもので、その命名法をエ

メノーが採用した。ムンダ語はインドに分布

するオーストロアジア語族に属する。したが

って、長田も感情語と呼ぶことにする。 

そのムンダ語における感情語の研究は従来

おこなわれたことがなく、ムンダ語の百科事

典である『エンサイクロペディア・ムンダリ

カ』においても、それほど厳密な記述がなさ

れていない。そこで、この三年間で、ムンダ

語の感情語データベースをつくり、感情語の

構造をあきらかにするとともに、隣接言語に

おける感情語との比較をおこなう。 

 すでに述べたように、ムンダ語の感情語研

究は皆無である。したがって、それ自体で十

分価値があると考えられる。一方、日本語研

究においては、擬態語や擬音語、あるいはオ

ノマトペの研究が盛んである。また、擬態語、

擬音語、オノマトペは何も日本語だけにかぎ

った現象ではなく、インド諸言語においても、

よく知られており、インド諸言語における感

情語の研究は、少ないながらすでに出版され

たものもある。そこで、ムンダ語の感情語の

研究によって、その比較研究が容易になるだ

けではなく、感情語に対する言語表現の類似

性などもあきらかになると予想される。 

 また、前述のエメノーが提唱する「インド

言語領域」では、もともと系統のことなるイ

ンド諸言語が長い接触になどによって、類似

する言語特徴を持つことが知られており、こ

の感情語もその特徴の一つだと考えられてい

る。そこで、このムンダ語の研究によって、

インドのほかの諸言語の感情語研究に、大き

な影響を与えることは間違いない。 

 



 

 

 
３．研究の方法 
まず、すでにデータベース化されたホー語

やムンダ語のデータから、感情語をぬきだし

て、感情語だけのデータベースをつくる。こ

れまでのホー語辞典やエンサイクロペディ

ア・ムンダリカのデータは、同意語としてな

らべている感情語が多いのだが、日本在住の

ムンダ語ネイティブ・スピーカーによれば、

同意語とみられているケースも、細かい区別

がある。そこで、すでにあるデータベースか

ら出発して、インフォーマントとの共同作業

を通し、こまかい分析もくわえながら、なる

べく網羅的な感情語データベース作りを初

年度はめざした。 

 データベース作りをおこなう際に、注意し

たのは以下のような点である。まず、語形変

化と意味の違いの相関関係に注目しながら、

語形変化としては、（１）完全重複形なのか、

部分重複形なのか（２）部分重複形の場合、

母音交替なのか（３）それとも子音交替なの

か、その三つの点に注目する。また、意味ご

と、つまり雨の降り方といった、同じような

意味分野での感情語の違いを観察する。 

さらに、これまであまり注目されてこなか

った統語形態論的視点、つまり動詞的にあら

われるのか、副詞的にあらわれるのか、ある

いは動詞の位置に感情語があらわれるとき

には、動作主は主語で標示されるのか、目的

語で標示されるのか、といった問題について

の考察が必要である。こうした点をすべてあ

きらかにするには時間が必要である。そこで、

初年度では、まず既存のデータベースから出

発する。既存の辞書によれば、感情語の語形

変化はたんなる異形態とみなしているケー

スが多いが、インフォーマントによると、そ

れらはたんなる異形態ではなく、意味の相違

をともなうのが一般的だという。そこで、イ

ンフォーマントとともに、その語形変化によ

って、どんな意味の相違があるのか、調査を

丁寧におこなうことに初年度は主眼をおい

た。ただし、初年度は調査だけで、データベ

ース構築は次年度以降からおこなうのでは

なく、確定したところから、データベースと

して、コンピューターにうちこんでいただく

予定であったが、国内唯一のインフォーマン

トの病気等で、データベース構築の方は大幅

に遅れてしまった。 

初年度に引き続き感情語のデータベース作

りをおこなう予定で進めた。平成１７年度か

らは、隣接するインド・アーリヤ語やドラヴ

ィダ語との比較研究についても、文献を読ん

で、比較に必要な知識をえる。予備調査の段

階では、ムンダ語の感情語の方がヒンディー

語の感情語よりも語彙数も豊富であるとみ

られているが、実際に、データベースを比較

することで、検証を行う予定であった。しか

し、こちらも初年度の出遅れが大きく響き、

隣接言語まで手を伸ばすことはできなかっ

た。 

最終年度は当初は感情語のデータベースの

完成をめざした。また、データベースからわ

かることを、（１）語形の分析、（２）意味

分析、（３）形態統語分析にわけ、総合的な

分析をおこない、論文にまとめた。そのとき

には、インド言語領域論の立場から、インド・

アーリヤ語やドラヴィダ語との相違点、類似

点にもふれる。また、日本語はじめ、世界中

の言語に存する擬態語や擬音語との類型論的

比較については、メルボルン大学のニコラ

ス・エヴァンス博士から、助言をえながら、

類型論的分析もくわえる予定であった。 

以上が当初予定していた研究方法であるが、

実際に行う点ではかなりの変更があったが、

その詳細は研究成果で述べる。 

 
 
４．研究成果 

 本研究はムンダ語における感情語に



 

 

ついて、ムンダ語の百科事典であり辞書

でもあるエンサイクロペディア・ムンダ

リカ（ＥＭ）のなかにみられる感情語を

抜き出し、データベース化することと感

情語そのものの研究を行うことが主な

目的である。この研究の大部分はＥＭの

記述に依存する点が多い、しかし、研究

を続けるにつれて、ムンダ語における感

情語の記載がＥＭでは十分でないこと

がわかってきた。たとえば、同一の感情

語として並べられている単語のなかに

も、微妙な差が見られたり、母音や子音

の差によって意味の区別が想定される

のに、その区別がはっきり記述されてな

かったり、記述に不備がみられる。 

そこで、日本在住の唯一のムンダ語母

語話者に依頼し、ＥＭでのムンダ語例を

打ち込んでいただきながら同時に、ＥＭ

での記述が彼女のムンダ語との相違点

を明らかにしながら、彼女の村での実際

の使用例を打ち込んでもらうことにし

た。そのため、当初の想定よりも時間が

かかり、また、インフォーマントの病気

などもあって、本研究の間にはＥＭのデ

ータをすべて打ち込むことができなか

った。したがって、エンサイクロペディ

ア・ムンダリカの感情語のデータベース

化という意味においては十分な成果を

あげることができなかった。 

しかし、感情語の研究という意味では

新たな発見も多く、その結果は論文とし

てまとめることができた。とくに、母音

の相違点と意味の連関を考察できたの

はこれまで誰も気がつかなかった重要

な成果である。この成果を基に、今後は

基盤研究(B)「南アジア諸言語の類型論的研

究－南アジア言語領域論の再検討」におい

て南アジア諸言語における感情語との

比較研究を行いたいと考えている。 
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